
子ども達を心と体の主人公に。障がい児のからだ・体育実践に役立つ！ 

２０１８年 

全国障体研  第４１回全国研究会のご案内  

          主催：全国障害児体育研究連絡協議会（HP:「全国障害児体育研究会」） 

研究テーマ  これぞ障体研！ 楽しい体育授業の創造を！！ 

~子どもたちの成長への熱き想いを実践に~ 

日 程：８月２５日(土)～２６日(日) 9 時 30 分受付、１０時開会 

会 場：井の頭線沿線の体育施設(東京都世田谷区)  2 日目終了 16:30 

 
私たちは41年にわたって、障がい児のこころとからだの主人公をめざし、からだ・体育実践の

創造をすすめてきました。1987年には10周年記念誌を発行し、その後民舞や性教育の実践のまと
めも行いました。そして2001年８月かもがわ出版より『からだ・体育の授業づくり～こころとか
らだの主人公に』を発刊し、広く活動を知っていただく機会を持つこともできました。 
今回は、障体研の集大成ともいえる実践の数々を「世界一受けた

い授業」としてご紹介します。座学ではなく、実際に体験参加型で
す。みんなでからだを動かす楽しさや一体感を体感するだけでなく
、そこに込められた子ども観・教材観や理論も学べます！それぞれ
の現場でのアレンジもワークショップで一緒に考えましょう。明日
からの実践に役立つこと間違いなしです。 
ご参加をお待ちしています。 

 
9:30 10                12 13          17：30（終了） 18 

参加費（資料代）：１日500円、２日間1000円   持ち物：動きやすい服・靴（室内用）  

※「障体研４０周年記念誌」を資料として配布します。    
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[基礎講座] 

人間の運動発達から学ぼう 

①講演（佐々木和彦） 

②実践紹介「忍者サーキット」

（知的小学部） 

1歳までの運動発達の中に、その後の

スムーズな動きを獲得するポイント

があることを学び、どうすれば育つ

か、授業例も紹介します。 
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[世界一受けたい授業] 
楽しい体育授業の創造 
①走運動②球技③ダンス・民舞

④身近な素材を使った遊び・ス

ポーツ 

 

障体研が蓄積してきた各教材の一押

し実践を実技で紹介します。 

 

 

 

 

 

 

交

流

会 

※

参

加

自

由 

２

６

日 

受

付 

開

会 

［検討授業］ 

「コロコロ…止まる」 

肢体小学部の寝返り、おなか（からだ

の意識）立位などを音楽やリズムを通

してどんどん獲得する授業から大切

なことを学びます。 
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［実践交流］ 

ハンマー投げ（特別支援

学級）／フライングディ

スク／参加者から 他 

 

感

想
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［基礎講座］人間の運動発達から運動面のつまずきを学ぼう 

バランスよく歩けない、走れないなど、運動面のつまずきを運動発達の視点から見直し、その手立てを考え

ます。  バランス保持やからだを支える力などに弱さがあり、スムーズな動きが難しい場合、ど

うすればよいのでしょうか？繰り返しだけではうまくなっていかない場合、子どもの問題点に合

わせた取り組みが必要となってきます。その手立てを赤ちゃん

の発達から学びます。四つ這いや膝立ちなどの獲得がポイント

になります。知的小学部でのユニークな実践「忍者サーキット」

も紹介します。また、身体活動の基礎となる力を高める教材（ゆ

らゆらいす）を紹介します。(右中写真 )                

［世界一受けたい授業］ 

①  走運動（走りたい、走りたくないといった気持ちを大事にする

持久走の取り組み「やる気ゼッケン」／越えるのが大好き「新聞紙ハードル走」）②球技（全

員野球／ホッケー／卓球バレー）③ダンス・民舞（小～高までみんなが踊れるダンスづくりの

基本や配慮点などを紹介「関西ダンスを作る会の取り組み」／踊りは生きる

喜び「荒馬踊り」の取り組み）④身近な素材を使った遊び・スポーツ（新聞

紙を使った集合ゲーム他／ブルーシートを使ったビックウェーブ／ペット

ボトルを使ったコロコロゲーム） 

［検討授業］「コロコロ・・・止まる」 

「おなか、おなか、まっすぐ、まっすぐ、おきる、おきる」「今度は立つよ、ズーンズーン立って」

「コロコロ（寝返り）ハアッー」と音楽やリズムを通して自分のからだへの意識を持ちながらどんど

んからだをコントロールする力が育つ授業。参加者の検討を通じて、からだの力を育てるポイントは

何かを明らかにしていきたいと思います。 

［実践交流］ハンマー投げやフライングディスクなど 

※参加者が授業資料を持参すれば検討可能です。良かったらどうぞ。 

［参加申し込み・問い合わせ］ＦＡＸまたはメールにて 

事務局 関口正和まで    電話・ＦＡＸ ０４２－７３２－８４５６  

メール： s-t ida@tbe . t-com.ne . jp 

宿泊(会場周辺ホテル、５０００円前後)・昼食・25日夜の交流会をご希望の方はお知らせください。 

［参加申込書］ 

・お名前：                   ・職場： 

・住所：                    ・電話： 

・メール 

・参加日（8月25日／26日）           ・宿泊希望（なし／あり） 

・昼食希望（あり25日／26日・なし）       ・25日交流会（なし／参加） 

・要望（研究会で聞きたいこと、実践交流で発表希望など）あれば以下に記入してください。 

 
 

 


